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３．サービス業の概況 

（表１６ 三重県のサービス業の規模） 

全産業に占めるｻｰﾋﾞｽ業の比率 区分 単位 全産業・県内

総生産 

サービス

業 三重県（％）   全国（％） 

調査年 

事業所数(民営） 所 85,865 30,905 36.2           35.9 Ｈ16 

従業者数(民営） 人 833,745 190,717 26.0           28.4 Ｈ16 

総生産（実数）   億円 82,071 13,655 16.8        22.9 Ｈ19 

資料：総務省「サービス業基本調査」、政策部：「平成 19 年度三重県民経済計算結果」、内閣府：「県

民経済計算(暦年）」 

 

【三重県のサービス業の規模】 

 三重県の全産業に占めるサービス業の規模を「サービス業基本調査」、「三重県民

経済計算結果」からみると、事業所数は３０，９０５所（36.2%）、従業者数は１９

０，７１７人(26.0%)で、総生産は１兆３，６５５億円(16.8%)となっており、全国

平均と比べて事業所数の比率は大差ないものの、従業者数と生産額の比率が低く、

本県では全国平均と比べて中小規模のサービス事業体が多いことが推察されます。 

 

 

【増加傾向にある県内サービス業】 

 県内総生産に占めるサービス業の推移を見ると、上昇傾向で推移してきたものが、

近年はサービス業生産額、総生産額構成比とも伸び悩んでいましたが、平成１９年

は、サービス業生産額が１兆３，６５５億円で、県内総生産額に占める割合は１６．

８％であり、平成１８年と比べると額では約８１２億円の増加（対前年比６．３％

増）、構成比では０．８ポイントの増加となっています。 

 全国ベースでみると、平成１９年は、サービス業生産額が１１９兆９１０億円で、

国内総生産額に占める割合は２２．９％であり、平成１８年と比べると額では１０

兆３，３０９億円の増加（対前年比９．５％増）、構成比では０．４ポイントの減

少となっています。 






